
熱中症施策の先進事例等について
〜健康･保健･福祉等の部局による高齢者への対応を中心に〜
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コミュニティスクール等を活用した地域で取り組む熱中症対策
1. 広島県府中市の事例①

3

①コミュニティスクールを活用した、
小学生による研究発表会
小学生が熱中症を学び、自ら対策を考えて発表する場と

して、市内4小学校で地域の高齢者や保護者を招いた研究
発表会を実施し、熱中症予防の必要性を発信した。

国府小学校上下中学校栗生小学校明郷学園
7月7月8月7月実 施 時 期

大ラジオ体操(学校区全
域)の際に、児童生徒･
保護者･地域の方の前で
発表し、熱中症啓発の
呼びかけを行った

地域の方と生徒が一緒
に行う清掃活動に併せ
て発表の時間を設け、
地域の方へ熱中症への
注意を呼びかけた。早
朝の時間に地域内各10
か所程度で実施した

事前授業にて熱中症
対策について学び、
地域の祭りで塩分タブ
レットを同封した暑中
見舞いはがきを配布し、
地域の高齢者へ熱中症
啓発を行った

地域住民が学校運営に
参加するコミュニティ･
スクール(CS)の時間に
自身で学んだことを
活かし研究発表として
啓発活動を行った

取 組 内 容

保護者･地域住民･
児童生徒

地域住民地域住民地域住民･民生委員･
学校運営協議会対 象 者

保健部局



4

1. 広島県府中市の事例② 保健部局

▲塩分タブレットを同封した暑中見舞いはがき

こどもたちの学び



1. 広島県府中市の事例③

5

➁高齢者の見守り連携協定先による啓発チラシの配布
ひとり暮らし高齢者向けの牛乳配達、宅食サービス企業等に協力して

頂き、チラシの配布などにより冷房の利用や水分摂取などを呼びかけた。

▲表面(熱中症の症状と予防のポイント) ▲裏面(熱中症の応急処置など)

◆実 施 時 期︓7月〜10月の期間
◆協力事業者名︓府中家具給食組合、料理天国やまもと、山根商店、桑木給食(株)、

(有)明治宅配センター府中
◆配 布 枚 数︓約3,500部

保健部局



1. 広島県府中市の事例④
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③“老人大学”において、6月を中心に熱中症セミナーを開催
上下教室北部教室西部教室東部教室

6月28日7月11日7月18日6月20日実 施 時 期
上下町民会館協和公民館

スポ―ツグラウンド
クルトピア明郷生涯学習センター開 催 場 所

熱中症対策について
(救急救命士による
講義)

カラダは食べた物から
できている
(熱中症対策を含む）

熱中症対策と
毎日の健康づくり

熱中症対策について
取 組 内 容

15名32名32名31名
参 加 者 数

●生活習慣病の予防も意識
した、高齢者でも無理なく
取り組める、地元のエクサ
サイズを紹介。

“座学”ばかりではなく、
参加者全員で身体を一緒に
動かす時間も設けている。

▲7月18日開催の“老人大学”より資料を一部抜粋(※以下同じ) ▲エクササイズの様子

保健部局



1. 広島県府中市の事例⑤
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●さらに食事の話題へ。
「きゅうりを作っている
なら、浅漬けにすると
といいよ」など聴き手に
わかりやすい具体例を示
す。同時にバランスの大
切さと「これだけで十分
というわけではない」と
いう注意喚起も。

●水分補給の話題から、
お酒と塩分の摂り過ぎの
注意喚起へ。

●それでももし脱水症状
になってしまったら…と
して経口補水液のつくり
かたを紹介。
●“実際につくってみま
した”として小さなカッ
プで試飲を実施。

●さらに後期高齢者健診
のお知らせへ

●エクササイズのあと、
水分補給のための休憩
時間を確保。

これに絡めて、話題は
水分補給の重要性へ。

全体的な話題からはじまり、個別のテーマや地域性の
ある内容などを含め、すべてひとつの流れとして構成され
ていたように感じました。

内容も具体的でわかりやすかったです。
この他、参加者に問いかけたり、手を挙げていただいた

り、立ったり座ったり、試飲してもらったり…、と随所に
飽きさせない工夫がありました。

保健部局



2. 石川県小松市の事例
見守り･声かけの事例(水、うちわとチラシの配布)
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保健部局

●社会福祉協議会が行う高齢者等見守り活動のひとつとして、6月中旬頃から約3週間で民生委員と地域福祉
推進員が独居高齢者等の見守り対象者約5,400人(令和5年現在)を訪問し、地域の名産である水、うちわと
熱中症啓発チラシを配布し、エアコンの適切な使用等、熱中症への注意を呼びかけている。

■苦労した点
新型コロナ感染症の流行以降、対面で会いたくない方にはドアの

ノブにかけるなどしている。民生委員、地域福祉推進員の使用する
マスクは社会福祉協議会から提供した。

水の配布対象とならなかった方からは「隣の●●さんはもらえた
のにうちはもらえなかった」と言われることもある。

■工夫した点
小松市にいる約250名の民生委員だけでは、3週間で5,400人を

訪問することは難しい。民生委員とほぼ同数の地域福祉推進員が協
力して活動いただけることで実施できている(ひとり当たりの担当者
は約12名)。

▲訪問時に持参した地域名産の水、うちわ、チラシ

・9月1日の防災の日に行う安否
確認(訪問か架電)とあわせて、
必ず年に2回は対象者と接する
機会ができた。
※除雪時期にも対象者のことを

気にかけている。

・一斉に行う取組があると広報も
しやすく、民生委員等がこうした
活動をしていることを知って頂く
良い機会になっている。



2種類のクーリングシェルター
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気候変動適応法の改正に伴い、クーリングシェルターとして公共施設16か所を指定。
法律上は熱中症特別警戒アラートが発表された場合、クーリングシェルターを開放しなければ

ならないが、上記に関わらず、夏季の高温時に休憩できる場所として利用可とし、市民への普及
啓発を行った。

期間︓令和6年7月1日(月)〜9月30日(月)

場所︓公共施設 16か所(市有施設14か所、県有施設2か所)

設備︓モデル型6か所(市役所第一本庁舎等)  ※設備の内容は施設毎に異なる。
• ウォーターサーバーの設置、熱中症予防動画の放映(※)
• 「木の文化都市・金沢」らしい雰囲気の会場づくり(※)
• 冷却グッズや熱中症対策啓発リーフレット、スタンドパネルの設置

簡易型 10か所
• 冷却グッズや熱中症対策啓発リーフレット、スタンドパネルの設置

＜参考＞「金沢市における木の文化都市の継承と創出の推進に関する条例」
(市の施設における積極的な木の利用等) 

第13条 市は、自ら行う建築物等の整備に木材及び木材を使用した製品を率先して利用するよう努めるものとする。

参考）スタンドパネル

3. 石川県金沢市の事例① 保健部局
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モデル型の参考例

氷室の氷
毎年6/30の氷室開き※に
あわせて、7/1に市役所で
展示。今回はクーリングシェ
ルターのとコラボして、涼し
さを演出。

市役所第一本庁舎

パンチカーペット（青色）
クーリングシェルターの視認性と涼しさを演出

木製ベンチ
既存のベンチを活用し、木の文化都市金沢らしい会場づくりを演出

市役所第二本庁舎

※氷室開き
江戸時代加賀藩が徳川家に氷を献上していたことに由来する伝統行事。
江戸時代には氷は非常に貴重であったため、冬になると「氷室」と呼ばれ

る貯蔵庫(氷室小屋)に雪を詰め、保管していました。そして、旧暦6月1日を
「氷室の朔日」と呼び、保管していた雪氷を切り出して、徳川家に氷を献上
していました。

これを再現した催しを「氷室開き」として、毎年6月30日に湯涌温泉にて
行っています。氷室小屋で仏事の後、切出された雪氷を薬師寺へ奉納します。

引用︓金沢市観光協会

3. 石川県金沢市の事例② 保健部局
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簡易型の参考例

近江町交流プラザ 鳴和台体育館金沢プール

金沢学生のまち市民交流館 泉野図書館 玉川図書館

3. 石川県金沢市の事例③ 保健部局



4. 千葉県いすみ市の事例
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保健部局

涼み処

○地元高校の美術部、書道部による装飾
○ウォーターサーバーを設置。



5. 静岡県静岡市ほかの事例
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静岡県美容業生活衛生同業組合(静岡県美容組合)によるクーリングシェルター開設
●指定暑熱避難施設(クーリングシェルター)の考え方に賛同した静岡県美容業生活衛生同業組合が、まず

静岡市に働きかけ。浜松市や掛川市でも同様に展開中。
●組合は支部長を通じ写真や情報を集め、組合員116店舗の協力(令和6年

9月30日時点)を得る。静岡市との協定をとりまとめ。
教育委員会を通じて静岡市内のすべての小･中学校に、組合が独自に
制作したポスターを配布。

●厚生労働省「理容所及び美容所における衛生管理要領」に“待合所”を
設置する規定があることから、これをクーリングシェルターに援用。

■苦労した点
市と個別店舗になると連絡や調整が難しいので、とりまとめ部分

を組合が担った。「協定書」には店舗の写真を含めるものとして、
その写真や店舗情報の収集で支部長にはご苦労をいただいた。

■工夫した点
児童･生徒にも、暑いときには美容室でも休息ができることを伝え

たかった。すべての小･中学校の校長先生宛に手紙とポスターを送付
して、理解と周知を促した。

▲組合が独自に制作したポスター▲待合所
場合により作業場の美容椅子も利用できる。

▲静岡市制作のポスター
サイズは3種類用意されている。



6. 神奈川県横須賀市の事例
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保健部局

特別警戒情報発表時の「開館延長」
●特別警戒情報発表時には、横須賀市が指定するクーリングシェルター19か所のうち下記の9か所について

通常は17時閉館のところ開館時間をそれぞれ延長することに決定

■苦労した点
・熱中症特別警戒情報についての説明
・クーリングシェルターの理解

■工夫した点
・関係部課長を中心とした熱中症対策連絡会議の開催

収容可能人数開放日開放時間所在地施設名
20人全館休館日以外8時30分〜21時横須賀市夏島町9追 浜 行 政 セ ン タ ー

12人全館休館日以外8時30分〜21時横須賀市船越町6-77田 浦 行 政 セ ン タ ー

9人全館休館日以外8時30分〜21時横須賀市東逸見町2-29逸 見 行 政 セ ン タ ー

20人全館休館日以外8時30分〜21時横須賀市公郷町2-11衣 笠 行 政 セ ン タ ー

27人全館休館日以外8時30分〜21時横須賀市大津町3-34-40大 津 行 政 セ ン タ ー

8人全館休館日以外8時30分〜21時横須賀市浦賀5-1-2浦 賀 行 政 セ ン タ ー

24人全館休館日以外8時30分〜21時横須賀市久里浜6-14-2久 里 浜 行 政 セ ン タ ー

15人全館休館日以外8時30分〜21時横須賀市長沢2-7-7北 下 浦 行 政 セ ン タ ー

23人全館休館日以外8時30分〜21時横須賀市長坂1-2-2西 行 政 セ ン タ ー

横須賀市健康増進課 熱中症ホームページ https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/3130/heat_stroke.html

(※)行政センターのしごとは、センターのある地域のいろいろな団体や組織に関わるしごとと戸籍･住民票等に関わるしごとに大きく分かれ、
それぞれ「地域コミュニティ係」と「地域窓口サービス係」が分担してしごとを受け持っています。

https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/3130/heat_stroke.html


7. 大阪府吹田市の事例①
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環境部局

●環境政策室が中心となって、熱中症発症者が多い「高齢者」「教育機関」「運動施設」の各関係主体が
参画した、3つのプラットフォームという組織体で熱中症対策を推進

●高齢者に直接に接する方への啓発、高齢者支援団体の声かけによる行動促進

「プラットフォーム」による組織運営



7. 大阪府吹田市の事例②
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環境部局

「高齢者」とひとくくりにしない!!

さまざまな状況の高齢者の生活実態に応じた対策を、
それぞれの関係者と連携して実施することが効果的

高齢者を取り巻く関係性



7. 大阪府吹田市の取組事例③
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環境部局

中面表紙

介護を必要とする高齢者対象

吹田市 熱中症対策ホームページ
https://www.city.suita.osaka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/669/20250121.pdf

◆高齢者をサポートする方向けのハンドブック作成
・高齢者の生活実態(令和5年度事業結果)を踏まえ、自宅で暮らす高齢者のサポートする方向けに「熱中症対策ハンドブック」(A5版12ページ)を作成。
・7月に試行的にケアマネジャー、ヘルパー等に配布し、居宅介護サービスを受ける高齢者に適切な熱中症対策を行う際の参考にしていただいた。
ハンドブックを活用した際の改善点について意見を収集した他、ケアマネジャー、ヘルパーに対して、意見交換を別途行い、ハンドブックの
ブラッシュアップに取り組んだ。

https://www.city.suita.osaka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/669/20250121.pdf


石綿健康被害者救済
年約1,300人救済
（累計約1.7万人）

科学技術・イノベーション人の命と環境を守る取組

地域の熱中症対策の先進事例の横展開
（地域モデル事業支援）
改正気候変動適応法の公布 (R5 5/12)
（ERCAへ熱中症対策業務が追加）

熱中症対策の推進

公害健康被害補償･予防
（S63までに認定された）
ぜん息等認定患者３万人に補償給付

気候変動適応策

環境研究総合
推進費業務

5領域161課題の公募による
研究開発を推進(50億円)

気候変動領域

自然共生領域 安全確保領域

資源循環領域

統合領域

環境政策の実施機関として、①公害に係る健康被害の補償・予防、
②石綿健康被害の救済、③環境政策に貢献する研究・技術開発等
の推進、④民間団体が行う環境保全活動の支援、などを実施

R5 161件
活動基盤の強化、多様な
主体との連携･協働の促進

人への投資
NPOの環境活動を
支援

高校生の環境活動を
表彰

8,000事業所等から賦課金(344億円)を徴収

Environmental Restoration and Conservation Agency
設立 平成16年4月1日
本部 神奈川県川崎市
組織 8部１室 169人
予算 516億円（支出）

環境再生保全機構(ERCA)の紹介

R5 115件応募
若手の人材育成の強化
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環境再生保全機構の取組(マッピング)

●クーリングシェルターの全国的な
マッピングのため地方公共団体へ
登録を依頼

●R7 1月末現在、6,804施設を登録
＜主な施設＞
・市町村役場･庁舎
・公民館、図書館
・保健福祉センター
・コミュニティセンター
・スポーツセンター
・道の駅
・郵便局
・薬局
・スーパー、ショッピングモール、
・コンビニ 等

＜登録フォーマット＞

＜ERCAホームページに掲載＞
https://www.erca.go.jp/heatstroke/shonetsu/
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https://www.erca.go.jp/heatstroke/shonetsu/


環境再生保全機構の取組(令和7年度研修(案))
開催地等、開催予定時期内容（検討中）研修名

4月下旬
〜

７月下旬

青森県、岩手県、秋田県、
埼玉県、神奈川県、新潟県、
富山県、岡山県、香川県、
福岡県、佐賀県、長崎県

【暑熱環境と健康被害発生状況について】
1.アラート発表回数と搬送者数の推移等
2.人口動態（死者数）

【熱中症の発症機序、ハイリスク層、予防方法等】
（発症状況、発症後の経緯、患者動画含む。）

講師︓救急専門医、救急救命士
【自治体における高齢者対策の事例紹介】
【意見交換会】

地域対面研修①
研修内容に関するご要望に
対応いたします。
※内容によっては不可。
（半日完結︓午後）

上記①と
同日

地域対面研修①を開催する
県のうち希望するところ

熱中症患者発生時の救急対応（状態評価、救急、冷却）
＜別紙②参照＞
対象︓自治体、指定暑熱避難施設、熱中症関係者

＜新＞
地域対面研修①-2
（上記①同日午前）

9月
〜

10月

関東･関西の都市部で毎年開催
ハイブリッド開催
申込制(個人)

熱中症による死亡者数のボリュームゾーンである都市部の
高齢者に対する対策やアウトリーチに関する研修を
ハイブリッド形式で実施。
・東京、大阪における熱中症死亡者分析
・夏の高齢者見守り事例の紹介(吹田市等)
・熱中症に関する高齢者特有の留意点 等

＜新＞
地域対面研修②
講演会形式
自治体職員以外も参加可
とする予定

4月
7月

ウェビナー開催
申込制(個人)

対 象︓地域研修に参加できない方・希望者
内 容︓4月 新任者向け法制度等説明会

7月 救急専門医による座学
被害状況・暑熱環境等に関する座学

オンライン研修

4月〜LMS配信 申込制(個人)R7年度に向けた新規コンテンツ制作中eラーニング

応相談【申込制】
アラート回数上位自治体

熱中症特別警戒情報が発表されることを想定した
机上訓練

＜準備中＞
試行実施研修

※研修検討会での検討により研修内容を決定。※予算措置状況により、予告なく変更されることがあります。 21



（１）応募受付期間
令和7年1月24日(金)〜令和7年2月21日(金)[必着]

（２）公募スケジュール
令和7年1月24日(金) 募集開始
令和7年2月21日(金) 募集締切り(午後５時まで)
令和7年3月上旬 採択（予定）
令和7年4月〜 事業の開始（予定）

詳しくはERCAホームページをご覧ください。
「令和７年度地方公共団体における効果的な熱中症対策の推進に係るモデル事業の公募について」
https://www.erca.go.jp/heatstroke/about/model.html

提出及び問合せ先
独立行政法人環境再生保全機構
熱中症対策部 地域熱中症対策課
担 当︓佐古、橋本、谷
メール︓heat@erca.go.jp
電 話︓044-520-9584

環境再生保全機構の取組(令和7年度研修 モデル事業)

22
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ご清聴ありがとうございました


